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AAL ヒイロチャワンタケレクチン（リコンビナント）

AAL Code：J101-R   Pkg.：1mg

 製品形状溶液（PBS＋0.02% NaN3）

 保存 4℃で 1 年間安定

●起源 ヒイロチャワンタケ （Aleuria aurantia）

●由来 大腸菌（Escherichia coli）

●糖特異性 α-L-Fuc 1）

●マイトージェン活性 なし

●血液型特異性 非特異

●構造 2 つの同一のサブユニットを持ち、サブユニット当たり 1 つの糖結合部位

を有する 1）。アミノ酸配列から、サブユニットの分子量が 33,398 であるこ

とが判明した 2）。また結晶の X 線構造解析が進められ、糖特異性機構が明

らかにされた 3）4）。DNA構造も解析が進められている 5）。

●特徴 フコースに特異的なレクチンで、フコース結合様式の違いで結合の強さが

異なります。Fucα1-6＞＞Fucα1-3＞Fucα1-4＞Fucα1-2 6）血液型抗原の

1 型・2型両方の糖鎖を認識する（他のフコース特異的レクチンと異なり H

（O）型特異的ではない）1）,7-9）。
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